
S.S.
「大好きなサッカーボールが良く見える」

僕は、オルソケラトロジーのレンズをつけたら０．１だった視力が１ヶ月後には１．５になりま僕は、オルソケラトロジーのレンズをつけたら０．１だった視力が１ヶ月後には１．５になりま
した。大好きなサッカーをやるのにもよくボールが見えるようになったし、学校の黒板も遠くか
らでも見えるようになりました。レンズを付け忘れたら次の日には、ほとんど見えなくなってし
まいました。だけどその日の夜にレンズを付けたら、次の日にはまた見えるようになりました。
僕は、このレンズをつけてサッカーがよくできるようになれたことがとてもうれしかったです。

お母様より
彼は、初めて三井クリニックに来院して視力を測ったときは０．１でした。前から視力が落ちて彼は、初めて三井クリニックに来院して視力を測ったときは０．１でした。前から視力が落ちて
いるなあとは感じていたのですが、０．１と聞いたときはショックでした。オルソケラトロジー
は、人によって目に合わない人もいるという説明を受けていたので、祈るような気持ちで試装着
レンズをつけてもらいました。すると、目から涙をポロポロこぼし、「痛いよ～痛いよ～」とい
い続けています。まぶたを開けることもできない様でした。絶望的でした。「こんな状態では、
この子には無理かもしれない」と思いました。レンズをつけた状態の視力も測れない程、「痛い
痛い」と言い続け、その後疲れて１時間程眠ってしまいました。ところが、目が覚めた時に、ま
わりをみたら今まで見えなかった細かい所がよく見えた様で、そして痛みもだいぶやわらいでいわりをみたら今まで見えなかった細かい所がよく見えた様で、そして痛みもだいぶやわらいでい
た様で、急に元気になりました。
待合室にあった視力表で自分で視力を測ってみたり、壁のポスターの細かい文字を、離れた場所
から読んでみたり…。「見える」という事がよほどうれしかったのでしょう。「このくらいの痛
みならガマンできる。こんなにみえるようになるならやってみる」と自分から言い出しました。
今は、自分専用のレンズが届き、「学校の黒板も見える。サッカーボールも見やすい」と大喜び
で、大好きなサッカーの練習にもはりきって通っています。
先日、１ヶ月後の視力検査では１．５まで見えるようになっており、又両目一緒だと「２．０ま
で見える」と言って大喜びしました。朝７時にレンズをはずし、その視力を測ったのは午後６時
頃だったので、もうほとんど視力が悪いことを忘れて生活している状態です。本人はもちろん、
私たち家族全員、オルソケラトロジーの素晴らしさに感激しております。どうもありがとうござ
いました。




